
【基本事項】＜リーデイングプロジェクトの位置付け＞

【第一次リーデイングプロジェクト期間における達成目標】

【事業計画】＜５ヵ年の具体的な取組内容＞ Ｈ Ｈ

【取組スケジュールの変更理由】＜前年度と当該年度取組内容の変更理由＞

分野 2 道路・交通に関する方針 分野

平成29年度　リーディングプロジェクト　進行管理シート 担当
部署

部 建設部
課 道路治水課
担当 道路建設担当

プロジェクト名 Ｂ２３ 快適な歩行者空間の整備

基本目標 2-2 良好な都市環境が整った交通利便性の高いまち 基本目標

方針 22 魅力を高める交通環境を形成する 方針
施策 221 だれもが安全で快適に歩くことができる歩行者空間の形成 施策

事業の目的及び概要だれもが安全で快適に歩くことのできる交通環境の確保を図るため、交通規制や歩車分離など地域の実情に即した安全対策を行う。

目　　標
（5年後に達成すべき状態）

・中江袋地区供用開始区間を事業計画区間1610mに対して1190mとする。

開始年度 25 年度 終了年度 26 年度

年次 前年度に示した取組内容【変更前】 見直し後の取組内容【変更後】 当該年度の実績 進捗評価

H25 ・中江袋地区幹線事業の実施
・中江袋地区幹線事業の道路改良工事(L=275m)を実施
した。

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進
 見直しを行ったうえで推進
 事業の縮小
 休止

 完了

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進
 見直しを行ったうえで推進

 順調に進んでおり引き続き推進
 見直しを行ったうえで推進
 事業の縮小
 休止

 休止

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進
 見直しを行ったうえで推進
 事業の縮小

H27

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進

H28

 事業の縮小
 休止

H26
・中江袋地区幹線事業の実施

・中江袋地区幹線事業の道路改良工事(L=180m)を実施
した。
　※目標達成【計画区間1610mに対して1190m供用開
始】

前年度から当該年度の取組内容を
変更した理由

 事業の縮小
 休止

H29  見直しを行ったうえで推進

施策の目的を実現するための手段



【基本事項】＜リーデイングプロジェクトの位置付け＞

【第一次リーデイングプロジェクト期間における達成目標】

【事業計画】＜５ヵ年の具体的な取組内容＞ Ｈ Ｈ

【取組スケジュールの変更理由】＜前年度と当該年度取組内容の変更理由＞

平成29年度　リーディングプロジェクト　進行管理シート 担当
部署

部 都市整備部
課 都市計画課
担当 計画担当

プロジェクト名 B23 快適な歩行者空間の整備

基本目標 ２－２ 良好な都市環境が整った交通利便性の高いまち 基本目標
分野 ２ 道路・交通に関する方針 分野
方針 ２２ 魅力を高める交通環境を形成する 方針
施策 ２２１ だれもが安全で快適に歩くことができる歩行者空間の形成 施策

事業の目的及び概要国道や県道など行田市以外が管理する道路において、歩道整備や安全対策等により、歩行者や自転車が安全に通行ができる環境の実現に向けて、要望及び調整等を実施する。

目　　標
（5年後に達成すべき状態）

県道騎西鴻巣線（埼玉交差点～埼玉東交差点）交差点改良工事の用地買収着手、県道熊谷羽生線（大字和田～斎条地内）新ルートの用地買収着手、県道上新郷埼玉線下須戸交差
点改良工事の完了

開始年度 25 年度 終了年度 29 年度

年次 前年度に示した取組内容【変更前】 見直し後の取組内容【変更後】 当該年度の実績 進捗評価

H25

　同盟会活動を通じて、佐野行田線及び足利鴻巣線
の歩行者空間確保について要望活動を行う。
　県道騎西鴻巣線及び県道熊谷羽生線道路整備促進
期成同盟会を通じて、要望活動を行う。
　事業主体である県との協議や住民説明会への協力
を行う。

各同盟会を通じて要望活動を実施した。
　(参考：進捗状況)
　　騎西鴻巣線の交差点改良事業：調査測量
　　熊谷羽生線新ルート：調査測量
　　上新郷埼玉線交差点改良事業：工事

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進
 見直しを行ったうえで推進
 事業の縮小
 休止

H26

　同盟会活動を通じて、佐野行田線及び足利鴻巣線
の歩行者空間確保について要望活動を行う。
　県道騎西鴻巣線及び県道熊谷羽生線道路整備促進
期成同盟会を通じて、要望活動を行う。
　事業主体である県との協議や住民説明会への協力
を行う。

各同盟会を通じて要望活動を実施した。
　(参考：進捗状況）
　　騎西鴻巣線の交差点改良事業：調査測量
　　熊谷羽生線新ルート：調査測量
　　上新郷埼玉線交差点改良事業：工事
　　行田東松山線交差点改良事業：調査測量

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進
 見直しを行ったうえで推進
 事業の縮小
 休止

H27

　同盟会活動を通じて、佐野行田線及び足利鴻巣線
の歩行者空間確保について要望活動を行う。
県道騎西鴻巣線及び県道熊谷羽生線道路整備促進期
成同盟会を通じて、要望活動を行う。
　事業主体である県との協議や住民説明会への協力
を行う。

各同盟会を通じて要望活動を実施した。
　(参考：進捗状況）
　騎西鴻巣線の交差点改良事業：物件調査、用地買収
　熊谷羽生線新ルート：橋梁予備設計
　上新郷埼玉線交差点改良事業：工事完了
　行田東松山線交差点改良事業：用地買収

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進
 見直しを行ったうえで推進
 事業の縮小
 休止

H28

　同盟会活動を通じて、佐野行田線及び足利鴻巣線
の歩行者空間確保について要望活動を行うとともに
事業主体である県との協議や住民説明会への協力を
行う。
　県道騎西鴻巣線及び県道熊谷羽生線道路整備促進
期成同盟会を通じて、要望活動を行う。なお、当事
業は平成28年10月に道路治水課に事務移管する。

各同盟会を通じて要望活動を実施した。また、10月に
は県道騎西鴻巣線及び県道熊谷羽生線道路整備促進期
成同盟会事務を道路治水課へ移管した。
　(参考：進捗状況）
　騎西鴻巣線の交差点改良事業：用地買収
　熊谷羽生線新ルート：詳細設計

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進
 見直しを行ったうえで推進
 事業の縮小
 休止

前年度から当該年度の取組内容を
変更した理由

H29

　同盟会活動を通じて、佐野行田線及び足利鴻巣線
の歩行者空間確保について要望活動を行うとともに
事業主体である県との協議や住民説明会への協力を
行う。

変更なし 各同盟会を通じて要望活動を実施した。

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進
 見直しを行ったうえで推進
 事業の縮小
 休止

施策の目的を実現するための手段施策の目的を実現するための手段施策の目的を実現するための手段施策の目的を実現するための手段施策の目的を実現するための手段


